景観形成基準確認シート　　①建築物の建築等、②工作物の建設等：景観形成地域
	届出者氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	

	
	[用途地域：　　　　　　　　　　　　　　]

	項目
	景観形成基準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	適否※
	意見※

	形態
意匠
	建築物及び
工作物
	周辺の景観との調和に配慮し、圧迫感を与えないよう工夫すること。
	
	適・否
	

	
	工作物
	道路との境界に塀を設置する場合は、ブロック塀を避け、生垣や板塀の設置に努めること。
	
	適・否
	

	色彩
	建築物
	屋根や外壁は、周辺の景観と調和する落ち着きのある色彩を基調とすること。
	
	適・否
	

	
	工作物
	目立つ色彩は避け周辺の景観と調和する色彩を基調とすること。
	
	適・否
	

	高さ
	周辺の景観に配慮した高さとすること。
	
	適・否
	

	位置
	道路及び隣地境界に面する壁面は、可能な限り後退させること。
	
	適・否
	

	緑化
	道路に面する場所や敷地内は花や樹木等による緑化に努めること。
	
	適・否
	

	眺望
景観
	用途地域の指定のない土地の区域では、景観計画で定める保全対象の眺望景観における視点からの主対象の眺めを著しく阻害しないこと。
建築物（工作物）の高さは、別に定める視点と主対象の上端を結ぶ面を超えないようにすること。
やむをえず眺望面を超える場合は、当該建築物（工作物）の位置、形態意匠を保全対象の眺望景観全体と調和のとれたものとすること。
	
	適・否
	

	
	
	
	主対象名
	
	
	
	

	
	
	
	視点となる道路名
	
	
	
	

	
	
	
	視点の位置
※
	緯度
	
	
	
	

	
	
	
	
	経度
	
	
	
	

	
	
	
	
	標高
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	主対象～視点間距離
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	主対象～視点標高差
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	建築物等～視点間距離
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	建築物等の高さ
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	※主対象から建築物等へ結んだ線のうちもっとも眺望への影響の大きい線を延長して視点となる道路との交点
	
	


[記入上の注意]※印の欄は、記入しないでください。
